
Ｔ
Ａ
Ｃ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会
２
０
１
９
開
催（
耕
種
総
合
対
策
部
）

「ナガノパープル」とえのきたけが
機能性表示食品に（長野県本部）

セブンイレブンで国産ブロッコリーの
サラダ発売（営業開発部）

日本フードサービス協会の商談会に出展
（営業開発部）

第３回和牛甲子園に向け勉強会を開催
（畜産総合対策部）

映えない、けどおいしい！ 「地味弁」を体験
（米穀生産集荷対策部）

第１０回ファーマーズ＆
キッズフェスタ２０１９に出展
 （耕種総合対策部ＴＡＣ推進課）

ＪＡズームイン（栃木:ＪＡなすの）

青果情勢（園芸部）

「旬鮮倶楽部」2020年度
お申し込み受付中（くらし支援事業部）

「ＪＡ全農 COUNTDOWN JAPAN」
プレゼント（広報・調査部）

ＪＡタウンショップ紹介
　かが・のと味自慢 （ＪＡ全農いしかわ）

5面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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7
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3

「AG/SUM2019」の講演で全農の取り組みを紹介する山﨑周二理事長（４面）

ＴＡＣパワーアップ大会で全農会長賞を受賞した
ＪＡ新いわてが事例発表（５面）

加工業務用の大型ブロッコリーを使い、セブンイ
レブンで発売された「国産ブロッコリーとキャベツ
のごま和えサラダ」（２面）

持続可能な農業に向けた全農の役割アピール
「AG/SUM2019」で講演や展示、どんぶり販売も（広報・調査部）
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News!

「ナガノパープル」とえのきたけが機能性表示食品に
生鮮食品のブドウときのこでは全国初 長野県本部

　
長
野
県
本
部
は
、県
産
の
ブ
ド
ウ「
ナ

ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
」と
え
の
き
た
け
を
機
能

性
食
品
と
し
て
消
費
者
庁
に
届
け
出
を

行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、こ
の
た
び
受
理
さ

れ
、11
月
12
日
に
記
者
発
表
を
行
い
ま
し

た
。

　
信
州
大
学
・
長
野
県
と
の
産
学
官
連

携
の
成
果
で
、生
鮮
食
品
の
ブ
ド
ウ
と
き

の
こ
が
受
理
さ
れ
た
の
は
全
国
で
初
め
て

で
す
。今
後
、血
圧
が
高
め
の
方
の
血
圧

を
下
げ
る
機
能
の
あ
る
成
分
Ｇギ

ャ

バ

Ａ
Ｂ
Ａ

が
含
ま
れ
る
こ
と
を
表
示
で
き
ま
す
。

　
え
の
き
た
け
は
12
月
か
ら
試
験
販
売

を
行
い
ま
す（
ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
は
来
夏

の
出
荷
シ
ー
ズ
ン
か
ら
販
売
予
定
）。「毎日グレープ（ナガノパープル）」「長野県ＪＡ産えのきた

け」の商品名で届け出たパッケージデザインのみで、販売が
認められる

News!

日本フードサービス協会の商談会に出展
外食・中食企業に向け国産農畜産物の魅力提案 営業開発部

　
全
農
は
11
月
12
日
、
東
京
都
内
で
開

か
れ
た
日
本
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
協
会

（
J
F
）主
催
の「
J
F
フ
ー
ド
サ
ー
ビ

ス
バ
イ
ヤ
ー
ズ
商
談
会
2
0
1
9
」に
全

農
グ
ル
ー
プ
会
社
9
社
と
共
同
出
展
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
1
9
7
2
人
が
来
場
。
全
農

ブ
ー
ス
で
は
、
国
産
農
畜
産
物
を
カ
ッ

ト
加
工
・
冷
凍
し
た
時
短
商
品
な
ど
を

中
心
に
展
示
・
試
食
を
行
い
、
昨
年
の

倍
近
い
1
2
0
人
・
80
社
に
素
材
の
お

い
し
さ
や
、半
調
理
加
工
品
の
便
利
さ
を

P
R
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
も

全
農
グ
ル
ー
プ
で
連
携
し
、外
食
・
中
食

企
業
に
向
け
た
営
業
を
展
開
し
ま
す
。

時短商品を中心にＰＲした全農のブース

News!

セブンイレブンで国産ブロッコリーのサラダ発売
業務用品種の生産振興が商品に結実 営業開発部

　
営
業
開
発
部
は
、加
工
業
務
用
途
の
輸

入
品
か
ら
国
産
へ
の
置
き
換
え
を
目
的

に
、大
型
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
生
産
振
興
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
、11
月
5
日
、セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
で
こ
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を

使
っ
た
サ
ラ
ダ
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
使
用
さ
れ
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
市
場

流
通
品
の
倍
程
度
の
重
量
が
あ
り
、生
産

者
は
単
位
面
積
当
た
り
の
収
益
を
確
保

で
き
ま
す
。ま
た
、選
別
の
手
間
が
省
け

る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
販
売
地
域
は
関
東
、甲
信
越
、富
山
、

静
岡
、近
畿
、中
国
、四
国
、九
州
で
す
。

セブンイレブンで発売された「国産ブ
ロッコリーとキャベツのごま和えサラダ」

原料に使用される
大型ブロッコリー

花蕾直径16〜18㎝
市場流通品：11〜12㎝
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News!

映えない、けどおいしい！ 「地味弁」を体験
「地味弁.com」のレシピ提供者招きイベント 米穀生産集荷対策部

　
全
農
は
11
月
16
日
、東
京
都
内
で「
地

味
弁
」の
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
ま
し

た
。

　

全
農
は
米
の
消
費
拡
大
を
目
的
に
、

今
年
度
か
ら
見
た
目
よ
り
お
い
し
さ
を

追
求
し
た
お
弁
当「
地
味
弁
」の
提
案
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、W
e
b
サ
イ
ト「
地

味
弁.
c
o
m
」の
レ
シ
ピ
提
供
者
の
1

人
で
あ
る
ツ
レ
ヅ
レ
ハ
ナ
コ
さ
ん
を
招

き
、調
理
実
演
と
お
弁
当
詰
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。参
加
者
は
、

ご
飯
を
使
っ
た
お
い
し
く
手
軽
な「
地
味

弁
」の
世
界
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

多
く
の
参
加
者
が

地
味
弁
を
体
験

News!

第３回和牛甲子園に向け勉強会を開催
出場校の先生を対象に、牛を見ながら情報交換も 畜産総合対策部

　
畜
産
総
合
対
策
部
は
、来
年
1
月
の
第

3
回
和
牛
甲
子
園
に
向
け
、10
月
か
ら
11

月
に
か
け
て
、出
場
校
の
先
生
や
関
係
者

を
対
象
と
し
た
勉
強
会「
和
牛
ア
カ
デ

ミ
ー
」を
全
国
4
カ
所
で
開
き
ま
し
た
。

　
会
場
は
、そ
れ
ぞ
れ
和
牛
甲
子
園
に
出

場
す
る
栃
木
県
立
鹿
沼
南
高
校
、岐
阜
県

立
飛
騨
高
山
高
校
、島
根
県
立
出
雲
農
林

高
校
、鹿
児
島
県
立
市
来
農
芸
高
校
の
4

校
。県
内
や
近
県
の
出
場
校
か
ら
先
生
や

関
係
者
が
集
ま
り
、和
牛
飼
養
管
理
に
関

わ
る
情
報
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

牛舎で牛を見ながら情報交換する参加者（栃木県立鹿沼南高校で）

News!

都会の子どもたちに農業の魅力を紹介
第１０回ファーマーズ＆キッズフェスタ２０１９に出展 耕種総合対策部ＴＡＣ推進課

　

第
10
回
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
&
キ
ッ
ズ

フ
ェ
ス
タ
2
0
1
9
が
11
月
9
、10
日
、

東
京
・
日
比
谷
公
園
で
開
か
れ
、2
日
間

で
5
万
2
0
3
0
人
の
お
客
さ
ま
に
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ブ
ー
ス
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
野
菜

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
よ
う
野
菜

の
詰
め
放
題
と
野
菜
の
折
り
紙
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、多
く
の
親
子
連
れ
の

お
客
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。T
A
C
推
進
課
は
こ
れ
か
ら
も
、生

産
者
と
生
活
者
を
つ
な
ぐ
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

野
菜
詰
め
放
題
な
ど
で
都
会
の
子
ど
も
た
ち
に

農
業
の
魅
力
を
発
信

地味弁.comはこちら
https://jimiben.com/
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取り組み共有と活発な意見交換でさらなるパワーアップへ
ＴＡＣパワーアップ大会２０１９開催

　
今
大
会
は
、「
労
働
力
支
援
の
実
践

や
農
業
I
C
T
な
ど
先
進
営
農
技
術

の
導
入
等
に
よ
る
農
業
生
産
の
維
持

拡
大
」、「
J
A
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を

発
揮
し
た
担
い
手
へ
の
総
合
事
業
提

案
」、「
出
向
く
態
勢
の
拡
充
に
よ
る

T
A
C
活
動
の
強
化
」を
テ
ー
マ
に
活

動
表
彰
や
取
り
組
み
事
例
発
表
、分

科
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、全
農
会
長
賞
の
J
A

新
い
わ
て
を
は
じ
め
J
A
表
彰

4
J
A
、T
A
C
表
彰
8
人
、担
い
手

向
け
T
A
C
通
信
表
彰
4
J
A
を
表

彰
し
ま
し
た
。

　
事
例
発
表
で
は
、「
農
家
手
取
り
最

大
化
」の
実
践
、新
規
作
物
導
入
に
よ

る
所
得
の
増
大
、Z
│

G
I
S
に
よ
る

圃
場
管
理
の
効
率
化
、G
A
P
の
認

証
取
得
支
援
、T
A
C
通
信
を
活
用

し
た
情
報
提
供
な
ど
、担
い
手
の
課
題

解
決
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、イ
タ
リ
ア
米
の
生

産
な
ど
新
し
い
取
り
組
み
を
積
極
的

に
展
開
す
る
有
限
会
社
た
け
も
と
農

場
の
竹
本
彰
吾
代
表
取
締
役
が
、

「
J
A
グ
ル
ー
プ
よ
　
日
本
農
業
の
希

望
た
れ
」と
題
し
、た
け
も
と
農
場
の

　全農は11月14、15日、横浜市内で「ＴＡＣパワーアップ大会２０１９」を開き、全国からＴＡＣやＪＡ役員、担い手
ら約５５０人が参加しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【耕種総合対策部】

我
々
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
、

 

一
、担
い
手
の
声
に
向
き
合
い
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
力
を
結
集
し
て
応
え
ま
す
。

 

一
、担
い
手
と
と
も
に
、活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

 

一
、Ｔ
Ａ
Ｃ
の
輪
を
広
げ
、日
本
農
業
の
未
来
を
切
り
拓
き
ま
す
。

経
営
継
承
の
経
過
や
農
業
I
C
T
を

活
用
し
た
経
営
の
取
り
組
み
、ま
た

T
A
C
に
対
す
る
期
待
に
つい
て
講
演

し
ま
し
た
。

　
分
科
会
で
は「
T
A
C
の
体
制
と

人
材
育
成
」、「
農
業
労
働
力
支
援
」、

「
農
業
後
継
者
の
育
成
支
援
」、「
担
い

手
が
求
め
る
ス
マ
ー
ト
農
業
」、「
6
次

産
業
化
」の
五
つ
の
テ
ー
マ
で
行
い
、全

国
農
協
青
年
組
織
協
議
会
や
全

国
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議

会
、受
賞
J
A
に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
、テ
ー
マ
に
つ
い
て
熱
心
な
議

論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
の
T
A
C
が
一
堂
に
会

し
、日
頃
の
取
り
組
み
を
共
有
し
、

活
発
に
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、全
国
的
な
活
動
レ
ベ
ル
の

向
上
、取
り
組
み
意
欲
の
向
上
に
つ

な
が
る
有
意
義
な
大
会
と
な
り
ま

し
た
。　
　

　
全
農
で
は
、今
後
も
T
A
C
の
活

動
を
全
力
で
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ＴＡＣ表彰
埼玉県　埼玉中央農業協同組合  　  宮澤 直樹 氏
石川県　石川かほく農業協同組合　   松井 博暉 氏
滋賀県　グリーン近江農業協同組合   和田　 洋 氏
滋賀県　グリーン近江農業協同組合   井口 太輔 氏
島根県　島根県農業協同組合  　　  片寄 俊一 氏
島根県　島根県農業協同組合  　　  山田 光俊 氏
佐賀県　佐賀県農業協同組合  　　  川内 辰彦 氏
熊本県　本渡五和農業協同組合　   山下 清弥 氏

担い手向けＴＡＣ通信表彰
新潟県    佐渡農業協同組合
滋賀県    東びわこ農業協同組合
滋賀県    北びわこ農業協同組合
兵庫県    たじま農業協同組合

ＪＡ表彰
岩手県　新岩手農業協同組合【全農会長賞】
兵庫県　たじま農業協同組合
福岡県　筑前あさくら農業協同組合　
福岡県　福岡八女農業協同組合

ＴＡＣパワーアップ大会2019受賞者一覧

ＴＡＣパワーアップ大会２０１９の受賞者

基調講演を行う有限会社たけもと農場の
竹本彰吾代表取締役

大会宣言

ほ
じ
ょ
う

　
山
﨑
周
二
理
事
長
が「
農
家

に
寄
り
添
っ
た
、
持
続
可
能
な

農
業
への
挑
戦
」と
題
し
講
演
し

ま
し
た
。
協
同
組
合
に
お
け
る

家
族
農
業
の
経
営
モ
デ
ル
づ
く

り
の
重
要
性
を
訴
え
る
と
と
も

に
、
全
農
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン

に
も
山
﨑
理
事
長
が
登
壇
。
事

業
承
継
や
新
規
就
農
支
援
な

ど
、
就
農
人
口
を
増
や
す
取
り

組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
18
日
に
は
J
A
グ
ル
ー
プ
全

国
8
連
が
共
同
で
設
立
し
た
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点「
A
g
v

e
n
t
u
r
e 

L
a
b（
ア
グ

ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ラ
ボ
）」の
荻
野
浩

輝
代
表
理
事
が
登
壇
し
、ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
を
J
A
グ
ル
ー
プ

各
組
織
で
支
援
す
る
ア
ク
セ
ラ

レ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
採
択
さ
れ
た

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
事
業
内

容
を
プ
レ
ゼ
ン
し
ま
し
た
。

　
19
日
は
、
エン
ビ
ロ
テ
ッ
ク
ジ
ャ

パ
ン
㈱
の
塩
釜
和
也
ゼ
ネ
ラ
ル
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
過
酢
酸
製
剤
に
つ

い
て
、
続
い
て
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ

ル
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
の
後
藤
浩
朗
部

長
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
チ
ッ
プ
を
利
用
し
た

牛
呼
吸
器
病
症
候
群
の
遺
伝
子

検
査
に
つい
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
全
農
は
、
㈱
安
川
電
機
の
ト

マ
ト
箱
詰
め
ロ
ボ
ッ
ト
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
と
共
同
で
実
証
実
験
中
の

ウェア
ラ
ブ
ル
端
末
を
展
示
。
多

く
の
来
場
者
の
興
味
を
引
き
ま

し
た
。

　
会
場
前
の
広
場
に
は
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
を
出
店
。
J
A
全
国
女
性

組
織
協
議
会
と
の
共
同
企
画
で

全
国
か
ら
集
め
た
47
都
道
府
県

の
ど
ん
ぶ
り
の
う
ち
、
高
知
県

の「
豚
肉
の
生
姜
焼
き
ど
ん
ぶ

り
」を
販
売
し
ま
し
た
。
ま
た
、

来
場
者
向
け
の
お
弁
当
と
し
て

も
提
供
。
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
生
姜

焼
き
丼
に
、
多
く
の
方
が
舌
鼓

を
打
ち
ま
し
た
。

「
A
G
/
S
U
M
2
0
1
9
」で
講
演
や
展
示
、ど
ん
ぶ
り
販
売
も

持
続
可
能
な
農
業
に
向
け
た

全
農
の
役
割
ア
ピ
ー
ル

　全
農
は
11
月
18
〜
20
日
、
東
京
・
日
本
橋
で
開
か
れ
た
、
農
業
と
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト「
A
g
r
i
t
e
c
h 

& 

F
o
o
d
t
e
c
h 

S
u
m
m
i
t 
（
A
G
/
S
U
M
・
ア
グ
サ
ム
）

2
0
1
9
」に
J
A
グ
ル
ー
プ
各
連
と
と
も
に
協
賛
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
展
示
を
通
じ
、全
農
の
取
り
組
み
を
発
信
し
ま
し
た
。【
広
報
・
調
査
部
】

講
演
で
全
農
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
山
﨑
理
事
長

生
姜
焼
き
丼
を
販
売
し
た
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
。お
昼
時
に
は
行
列
が
で
き
た
。

トマト箱詰めロボットやウェアラブル端末を展示したブース

山
﨑
理
事
長
が
講
演
と

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は

新
規
事
業
を
紹
介

展
示
ブ
ー
ス
で
は

実
機
に
注
目

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で

ど
ん
ぶ
り
を
販
売
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取り組み共有と活発な意見交換でさらなるパワーアップへ
ＴＡＣパワーアップ大会２０１９開催

　
今
大
会
は
、「
労
働
力
支
援
の
実
践

や
農
業
I
C
T
な
ど
先
進
営
農
技
術

の
導
入
等
に
よ
る
農
業
生
産
の
維
持

拡
大
」、「
J
A
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を

発
揮
し
た
担
い
手
へ
の
総
合
事
業
提

案
」、「
出
向
く
態
勢
の
拡
充
に
よ
る

T
A
C
活
動
の
強
化
」を
テ
ー
マ
に
活

動
表
彰
や
取
り
組
み
事
例
発
表
、分

科
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、全
農
会
長
賞
の
J
A

新
い
わ
て
を
は
じ
め
J
A
表
彰

4
J
A
、T
A
C
表
彰
8
人
、担
い
手

向
け
T
A
C
通
信
表
彰
4
J
A
を
表

彰
し
ま
し
た
。

　
事
例
発
表
で
は
、「
農
家
手
取
り
最

大
化
」の
実
践
、新
規
作
物
導
入
に
よ

る
所
得
の
増
大
、Z
│

G
I
S
に
よ
る

圃
場
管
理
の
効
率
化
、G
A
P
の
認

証
取
得
支
援
、T
A
C
通
信
を
活
用

し
た
情
報
提
供
な
ど
、担
い
手
の
課
題

解
決
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、イ
タ
リ
ア
米
の
生

産
な
ど
新
し
い
取
り
組
み
を
積
極
的

に
展
開
す
る
有
限
会
社
た
け
も
と
農

場
の
竹
本
彰
吾
代
表
取
締
役
が
、

「
J
A
グ
ル
ー
プ
よ
　
日
本
農
業
の
希

望
た
れ
」と
題
し
、た
け
も
と
農
場
の

　全農は11月14、15日、横浜市内で「ＴＡＣパワーアップ大会２０１９」を開き、全国からＴＡＣやＪＡ役員、担い手
ら約５５０人が参加しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【耕種総合対策部】

我
々
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
、

 

一
、担
い
手
の
声
に
向
き
合
い
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
力
を
結
集
し
て
応
え
ま
す
。

 

一
、担
い
手
と
と
も
に
、活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

 

一
、Ｔ
Ａ
Ｃ
の
輪
を
広
げ
、日
本
農
業
の
未
来
を
切
り
拓
き
ま
す
。

経
営
継
承
の
経
過
や
農
業
I
C
T
を

活
用
し
た
経
営
の
取
り
組
み
、ま
た

T
A
C
に
対
す
る
期
待
に
つい
て
講
演

し
ま
し
た
。

　
分
科
会
で
は「
T
A
C
の
体
制
と

人
材
育
成
」、「
農
業
労
働
力
支
援
」、

「
農
業
後
継
者
の
育
成
支
援
」、「
担
い

手
が
求
め
る
ス
マ
ー
ト
農
業
」、「
6
次

産
業
化
」の
五
つ
の
テ
ー
マ
で
行
い
、全

国
農
協
青
年
組
織
協
議
会
や
全

国
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議

会
、受
賞
J
A
に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
、テ
ー
マ
に
つ
い
て
熱
心
な
議

論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
の
T
A
C
が
一
堂
に
会

し
、日
頃
の
取
り
組
み
を
共
有
し
、

活
発
に
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、全
国
的
な
活
動
レ
ベ
ル
の

向
上
、取
り
組
み
意
欲
の
向
上
に
つ

な
が
る
有
意
義
な
大
会
と
な
り
ま

し
た
。　
　

　
全
農
で
は
、今
後
も
T
A
C
の
活

動
を
全
力
で
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ＴＡＣ表彰
埼玉県　埼玉中央農業協同組合  　  宮澤 直樹 氏
石川県　石川かほく農業協同組合　   松井 博暉 氏
滋賀県　グリーン近江農業協同組合   和田　 洋 氏
滋賀県　グリーン近江農業協同組合   井口 太輔 氏
島根県　島根県農業協同組合  　　  片寄 俊一 氏
島根県　島根県農業協同組合  　　  山田 光俊 氏
佐賀県　佐賀県農業協同組合  　　  川内 辰彦 氏
熊本県　本渡五和農業協同組合　   山下 清弥 氏

担い手向けＴＡＣ通信表彰
新潟県    佐渡農業協同組合
滋賀県    東びわこ農業協同組合
滋賀県    北びわこ農業協同組合
兵庫県    たじま農業協同組合

ＪＡ表彰
岩手県　新岩手農業協同組合【全農会長賞】
兵庫県　たじま農業協同組合
福岡県　筑前あさくら農業協同組合　
福岡県　福岡八女農業協同組合

ＴＡＣパワーアップ大会2019受賞者一覧

ＴＡＣパワーアップ大会２０１９の受賞者

基調講演を行う有限会社たけもと農場の
竹本彰吾代表取締役

大会宣言

ほ
じ
ょ
う
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ＪＡなすの
（栃木県）

概要 平成31年2 月末現在

正組合員数　　　　 　1万2939人
准組合員数　　　　 　 　 8412人
職員数                       522人
販売品取扱高           207億5千万円
購買品取扱高          70億6千万円
貯金残高  　         1697億1千万円
長期共済保有高     5917億9千万円
主な農畜産物　米、イチゴ、アスパラガス、

ネギ、ウド、黒毛和牛など

省
力
化
と
産
地
拡
大
目
指
し

「
ね
ぎ
選
果
施
設
」
が
稼
働

ギ
産
地
の
確
立
を
目
指
す
た
め

の「
ね
ぎ
選
果
施
設
」が
竣
し
ゅ
ん
こ
う工

し
ま
し
た
。
同
J
A
の
ね
ぎ
部

会
は
県
内
で
生
産
量
・
作
付
面

積
・
部
会
員
数
と
も
に
最
大
規

模
を
誇
り
、「
那
須
の
白
美
人
ね

ぎ
」は
県
内
有
数
の
ブ
ラ
ン
ド
品

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
施
設
は
日
量
5
・
25
㌧（
露

地
ネ
ギ
1
0
5
0
ケ
ー
ス
）の

処
理
が
可
能
で
、
皮
む
き
機
や

選
別
機
、
フ
ィ
ル
ム
詰
め
機
を

な
生
産
、
園
芸
に
お
け
る
多
品

目
の
独
自
ブ
ラ
ン
ド
化
が
特
徴

で
す
。

　
J
A
な
す
の
管
内

で
は
2
0
1
9
年
8

月
5
日
、
生
産
者
の

出
荷
調
製
作
業
の
軽

減
と
持
続
可
能
な
ネ

ま
し
た
。

　
主
な
特
徴
と
し
て
倒
伏
し
に

く
い
、「
イ
ネ
縞し
ま
は
が
れ
び
ょ
う

葉
枯
病
」へ
の

抵
抗
性
が
高
い
、「
心し
ん

白ぱ
く

」発
現

率
が
高
く
削
る
際
に
砕
け
に
く

い
た
め
大
吟
醸
に
向
い
て
い
る

と
い
っ
た
点
が
あ
り
ま
す
。

　

2
年
目
と
な
る
今
作
で
は
、

8
戸
の
生
産
者
で
合
計
15
・
7

㌶
の
作
付
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

栽
培
講
習
会
や
現
地
検
討
会
を

行
い
、
よ
り
品
質
の
高
い
酒
造

好
適
米
の
生
産
を
目
指
し
、日
々

研
究
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
同
研
究
会
の
滝
田
稔
会
長
は

「
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
く
栽
培

方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
部
分

も
あ
る
が
、 

切せ
っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
て
技

術
の
確
立
を
目
指
す
。難
し
い
品

種
で
あ
る
が
ゆ
え
に
や
り
が
い

を
持
っ
て
挑
戦
し
て
い
く
」と
意

気
込
み
ま
す
。

福島県

群
馬
県

茨城県

栃木県

　
J
A
な
す
の
は
栃
木
県
の
北

端
に
位
置
し
、
64
万
俵
の
米
の

集
荷
、「
と
ち
ぎ
和
牛
」の
盛
ん

備
え
ま
す
。初
年
度
は
、管
内
で

生
産
す
る
2
2
0
0
㌧
の
う
ち

5
0
0
㌧
の
出
荷
を
見
込
み
ま

す（
取
り
扱
い
は
露
地
ネ
ギ
の

み
）。
生
産
者
は
収
穫
後
、
畑
で

土
を
落
と
し
そ
の
ま
ま
搬
入
で

き
る
た
め
、
個
人
で
の
調
製
・

選
別
・
箱
詰
め
作
業
を
必
要
と

せ
ず
、
省
力
化
や
規
模
拡
大
へ

の
貢
献
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
同
J
A
の
酒
造
好
適
米
研
究

会
で
は
栃
木
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
酒

造
好
適
米「
夢
さ
さ
ら
」の
作
付

け
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
夢
さ

さ
ら
」は
、
代
表
的
な
酒
造
好

適
米「
山
田
錦
」並
み
の
醸
造

適
性
を
備
え
る
品
種
と
な
る
よ

う
、2
0
0
5
年
か
ら
県
の
農

業
試
験
場
で
開
発
が
進
め
ら
れ

JA
 Z

ennoh W
eekly

J
A
ズ
ー
ム
イ
ン

「難しい品種であるがゆえにやりがいを持っ
て挑戦していく」と意気込んで作業を進める
酒造好適米研究会の滝田会長

省力化や規模拡大への貢献が見込
まれる「ねぎ選果施設」

栃
木
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
酒
造
好
適
米

「
夢
さ
さ
ら
」栽
培
確
立
へ
奮
闘

ネ
ギ
の
調
製
・
選
別
・

箱
詰
め
作
業
を

一
手
に
引
き
受
け
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流
通
情
報

（園芸部）

　12月も先月に引き続き、バレイショ・タマネギなどを除き、西南暖地と関東産地
を中心に出荷されます。

　キャベツは、愛知・千葉・神奈川などが中心の出荷となります。昨年は愛知で台風24号によ
る被害がありましたが、今年は豊作傾向となっています。出荷量は、前年を上回る見込みです。
　ハクサイは、茨城が中心の出荷となります。台風15、19号の影響がありますが、おおむね順
調な生育となっています。出荷量は、前年並みを見込みます。
　レタスは、茨城から静岡・兵庫・香川などに切り替わります。関東産地の切り上がりはやや遅
く、西南暖地などの生育はやや干ばつ傾向ですが、品質良好です。出荷量は、前年並みを見込み
ます。
　ダイコンは、千葉・神奈川などが中心の出荷となります。関東は台風後の曇天の影響から一
部で遅れがみられております。一方で西日本産地は肥大が進み、出荷量は前年並みの見込みで
す。
　ニンジンは、千葉・埼玉などが中心の出荷となります。一部産地で台風被害がありましたが、
生育は回復しています。総体の出荷量は、豊作だった前年よりやや少ない見込みです。
　トマトは、熊本・愛知・静岡などが中心の出荷となります。九州は定植遅れがありましたが、
生育良好であるため、回復傾向にあります。出荷量は、前年並みを見込みます。
　キュウリは、関東産地・西南暖地が中心の出荷となります。関東は一部切り上がりを迎えます
が、西南暖地は順調な生育となっています。出荷量は、前年並みの見込みです。
　タマネギは、北海道が中心の出荷となります。出荷量は、不作だった前年を上回る見込みです。
　バレイショは、北海道・長崎からの出荷となります。出荷量は、不作であった前年を上回る見
込みです。

　今月は特に、下旬にかけて冬至・クリスマス・年末商戦と売り場が活発に展開
されます。冬至にはユズ・カボチャ・鍋物野菜・煮物野菜を中心に、クリスマスに

はレタス・トマトなどの洋風の野菜中心に、また年末には金時にんじん・三浦だいこん・ク
ワイなど、この時期しか見かけない正月料理用の野菜も多数陳列され、野菜売り場が活気付
きます。

主力産地は関東以西

野  菜 果  実

　12月はミカン･リンゴ･イチゴが最需要期に向けて
各産地から出回ります。

　ミカン類は、愛媛・長崎・熊本などが中心の出荷となり
ます。早生種に加え、中旬からは中生種の出荷も徐々に始ま
ります。早生種以降、糖酸バランスも向上しており、出荷量
は台風により少なかった前年を上回る見込みです。
　リンゴは、青森・長野などから「ふじ」を中心に出荷され
ます。青森がやや小玉傾向、長野が気温高による着色遅れ、
台風の影響があり、出荷量は前年をやや下回る見込みです。
　柿は、福岡・奈良などが中心の出荷となります。「富有」は
着色遅れのため、上旬まで露地物の出荷が続きます。中旬以
降は貯蔵物の出荷が始まります。出荷量はおおむね前年並
みとなる見込みです。
　イチゴは、栃木・福岡・佐賀・静岡などが中心の出荷と
なります。東日本の産地は台風により作業遅れが発生し、出
荷も遅れていましたが、11月の好天により着色が進んでい
ます。12月の出荷量は前年並みからやや下回る見込みです。
　西洋梨は、山形の「ラ・フランス」は肥大状況が良く、新
潟の「ル レクチエ」も台風被害があったものの、生育は順調
です。出荷量は、前年並みからやや上回る見込みです。

　12月は冷え込みが厳しくなり、冬至・クリスマス・
大晦日などのイベントが連続することなどにより、家

にいる機会が多くなり、ミカン・リンゴ・干し柿の需要が多
くなる時期となります。また、クリスマスに向けてはイチゴ
を中心に果物売り場が展開されます。

　11月は、イチゴ、レタス、ブロッコリー、トマト・ミニトマトの主産県が一堂に会し、作況見
通しや販売対策の共有化、消費拡大の進め方について協議しました。今後も主産県による情報
交換会などを定期的に開き、出荷情報や販売情報の共有を図ります。

ミカン･リンゴ･イチゴの最需要期

青 果 情 勢
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『ＪＡ全農ウィークリー』の
ツイッターはこちらから

※本誌を通じていただいた注文などで取得した個人情報は、商品等の発送にのみ使用します。

ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

　“能登志賀ころ柿”は「鮮やかな飴色」と「果肉の緻密さ・柔らか
さ」が特徴で、古くから地元をはじめ多くの人 に々親しまれた一品
です。
　平成28年からはその商品性の高さと地元に根付いた歴史・伝
統が高く評価され、地理的表示（GI）保護制度に基づき、地域で
育まれた伝統と特性を有する産品として登録も受けております。
　ご自宅用はもちろんのこと、お歳暮や冬のギフトにも最適の
“能登志賀ころ柿”。
　旬の食材をぜひこの機会に一度ご賞味ください!!
　この他にも石川県産の農産物や特産品を販売していますの
で、サイトをチェックしてみてください！

能登志賀ころ柿（干し柿）＝緑秀2L
またはＬ＝1箱……5580円

かが・のと味自慢（ＪＡ全農いしかわ）

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週（月）～（金）6:30～6:35全国一斉生放送！
今朝の日本農業新聞の記事とJAの役員インタビューをお届けします！

JAタウンは
こちらから

毎週土曜日13時～ TOKYO FM系列38局ネット

リスナープレゼント
応募は番組ホームページで受付中です。

応募締め切りは12月14日の放送
でランキング1位の曲が発表される
までです。

こちらの商品はＪＡタウンからご購入いただけます。

JAタウン
（ショップ名：いわて純情館）
https://www.ja-town.com/shop/c/c2101/

「旬鮮倶楽部」2020年度
 お申し込み受付中

▲山形県産米「雪若丸」を100％使用
　した「純米焼酎 雪若丸」

全国の旬のおいしさを毎月お届け
　くらし支援事業部が取り組む頒布会事業「旬鮮
倶楽部」は、2020年度の申し込みの受付を始めま
した。　　　　　　　　　　【くらし支援事業部】

　全国各地の旬の果実などカタログからお選びいただ
いた商品を、毎月ご家庭まで産地直送でお届けします。
　ご家族団らんのひとときに、また大切な人を想い商品
選びを楽しめることも特長です。母の日やクリスマス、お
中元といった歳時企画も充実しており贈答用としてもご
利用いただけます。
　2020年度（4～3月お届け）のご注文を2020年1月末ま
で全国のＪＡで受け付けています。皆様のご利用をお待
ちしております。
※一部お取り扱いのないＪＡもございます。

あめいろ

　12月14日放送のプレゼントは、岩手県産リ
ンゴ「いわて純情 冬恋」（約2.5kg、9～12玉）
を３名様に。「冬恋」は岩手県生まれの品種
「はるか」から、蜜が多く、糖度の高い果実だけ
を選抜したブランドです。
　また、ＪＡタウンギフトカード4500円分を１名
様にプレゼントします。　　　 【広報・調査部】

ふゆこい

Ｔ
Ａ
Ｃ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会
２
０
１
９
開
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耕
種
総
合
対
策
部
）

「ナガノパープル」とえのきたけが
機能性表示食品に（長野県本部）

セブンイレブンで国産ブロッコリーの
サラダ発売（営業開発部）

日本フードサービス協会の商談会に出展
（営業開発部）

第３回和牛甲子園に向け勉強会を開催
（畜産総合対策部）

映えない、けどおいしい！ 「地味弁」を体験
（米穀生産集荷対策部）

第１０回ファーマーズ＆
キッズフェスタ２０１９に出展
 （耕種総合対策部ＴＡＣ推進課）

ＪＡズームイン（栃木:ＪＡなすの）

青果情勢（園芸部）

「旬鮮倶楽部」2020年度
お申し込み受付中（くらし支援事業部）

「ＪＡ全農 COUNTDOWN JAPAN」
プレゼント（広報・調査部）

ＪＡタウンショップ紹介
　かが・のと味自慢 （ＪＡ全農いしかわ）

5面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

8

7

2 6

3

「AG/SUM2019」の講演で全農の取り組みを紹介する山﨑周二理事長（４面）

ＴＡＣパワーアップ大会で全農会長賞を受賞した
ＪＡ新いわてが事例発表（５面）

加工業務用の大型ブロッコリーを使い、セブンイ
レブンで発売された「国産ブロッコリーとキャベツ
のごま和えサラダ」（２面）

持続可能な農業に向けた全農の役割アピール
「AG/SUM2019」で講演や展示、どんぶり販売も（広報・調査部）
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